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高等教育機関等へ入学するための日本語能力について
https://www.moj.go.jp/isa/applications/resources/nyuukokukanri07_00022.html

• ◆大学等へ入学する場合

• 留学生が大学（短期大学及び大学院を含む。）、大学に準ずる機関又は高等専門学校において日本語
で授業を受け又は研究の指導を受けようとする場合（専ら日本語教育を受けようとする場合を除く。）は、
必要な日本語能力として、下記のいずれかに該当することを目安とします。

• １公益財団法人日本国際教育支援協会及び国際交流基金が実施する日本語能力試験（ＪＬＰＴ）Ｎ２以上
の認定を受けていること。

• ２独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験（日本語（読解、聴解及び聴読解の合計））
において２００点以上取得していること。

• ３公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施するＢＪＴビジネス日本語能力テストにおいて４００点以上
取得していること。



高等教育機関等へ入学するための日
本語能力について

• ◆専修学校、各種学校又は設備及び編制に関して各種学校に準ずる教育機関へ入学する場合

• 留学生が専修学校、各種学校又は設備及び編制に関して各種学校に準ずる教育機関において教育を受けようとする場合（専ら日本語の教育を受けようとする場合を除く。）は、法
務省令上（平成二年法務省令第十六号の表の法別表第一の四の表の留学の項の下欄に掲げる活動の項の下欄第五号）、留学生の日本語能力に関して下記のいずれかに該当し
ていることが求められます。

• １ 外国人に対する日本語教育を行う教育機関で法務大臣が文部科学大臣の意見を聴いて告示をもって定めるものにおいて一年以上の日本語の教育を受けた者であること

• ２ 専修学校若しくは各種学校において教育を受けるに足りる日本語能力を試験により証明された者（注）であること

• （注）以下のアからウのいずれかに該当する者

• ア 公益財団法人日本国際教育支援協会及び独立行政法人国際交流基金が実施する日本語能力試験（ＪＬＰＴ）のＮ１（１級）又はＮ２（２級）に合格した者

• イ 独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験（日本語（読解、聴解及び聴読解の合計））の２００点以上を取得した者

• ウ 公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施するＢＪＴビジネス日本語能力テストの４００点以上を取得した者

• ３ 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定する学校（幼稚園を除く。）において一年以上の教育を受けた者であること

• なお、１又は３に該当する者については、法務省令上、日本語能力を試験により証明する必要はありませんが、志望学科の教育課程を履修しうる日本語能力として、日本語能力
試験（ＪＬＰＴ）Ｎ２相当以上の日本語能力を明らかに有していない場合は、在留諸申請の審査において本来活動を行う能力がないものとみなされる場合があります。



生徒に合わせて言
語の知識・技能と
言語を運用する力
を高める（ガイドラ
イン25頁）



教科指導
「国語」
高等学校学習指導要領
（平成30 年告示）解説
国語 14頁



「国語表現」と進路形成

＜「自分」を表現しよう 面接・自己ＰＲ＞（東京書籍P68 ）

• ・自己分析を行い，第三者の意見も踏まえて，客観的に「自分」を把握する。

• ・志望理由書・履歴書の作成，模擬面接などで，相手に伝わるように「自分」を表現する。

• 説得力のある提案をしよう

＜説得力のある提案をしよう＞（東京書籍 P154）

• 提案内容を受け入れてもらうために，効果的で印象的なプレゼンテーションの仕方や，相
手の心を動かすのに必要な身体表現（発声・身振り）や態度などについて学び，説得力の
ある表現について理解する。



「現代の国語」と進路形成

＜話す・聞く＞＜発想を広げて課題を見つける （東京書籍 Ｐ170）＞

• 探究学習の概要を理解する

• 探究学習の四つのステップと，その内容を確認する。（コラム――探究学習へのア
プローチ） ３思考・発想を広げる方法にはどのようなものがあるか，確認する。更
に，「マッピング」を使った活動の例と，「ブレーンストーミング」と「カードによるグ
ルーピング」を使った活動の例を参考に，学習の進める



N2/N1の実用的な生活
場面での読解

JLPT N2 試験問題例



日本語能力試験 N2 （問題例から）
違いを学習する、
答え合わせする
だけでは、無味

乾燥

現場でどんな工
夫をされていま

すか？

JLPT N2 試験問題例



文末表現の習得は国語の読み取りに最
も影響する（N2文法）
～おそれがある

•今夜は大雪の恐れがある。

～ざるをえない

•生きるためには働かざるをえない。

～しかない

•お金がないので歩いて帰るしかない。

～ずにはいられない

•好きなゲームソフトが並んでいて、買わずにはいられなかった。

～ないではいられない

•あの人の冗談には、だれもが笑わないではいられない。

～に違いない

•確認したところ、ミスがあったにちがない。

～ところに

•出かけようとしていたところに、雨が降り出した。

～とたんに

•仕事をはじめたとたんに、停電がおこった。

～あげくに

•さんざんお金をつかったあげく、家をでていってしまった。

～たびに

•父は出張のたびに、お土産をかってくる。

～最中だ

•テレビをつけたら、試合の最中だった。

～ところへ



教科（理科）で用いられる表現の多様さ
ガイドライン41頁

～に比べて

•昨年に比べて米の生産量が多くなっている。

～に加えて

•電気料金に加えて、ガス料金まで値上がりした。

～にともなって

•台風が近づくのにともなって、雨風も強まっている。

～にあたって

•実験を始めるにあたって、説明があった。

～たところ

•検査したところ、異常はなかった。



日本語能力試験（N2/N1）の指導にあたって

学習する前に語彙・文法が既

習なのか、未習なのかチェッ

クする。

文法では話し言葉と書き言葉

の区別を活用して、話し言葉

はできるだけ運用につなげる。

外国人生徒は音声で例文を繰

り返し耳にすることが少ない

ので、声を出して音声で覚え

る。

例文の暗記は悪いことではな

い。

無味乾燥とした使い分けの違

いを理解することについては、

YouTube上に楽しい解説がある。

2級1級の語彙・文法リストを

手元に置き、教科で出現した

語彙・文法との重なりを

チェックする。



ガイドライン72頁
実践例１教科学習支援日本語の統合
学習の実践例東京都昼夜間定時制
高等学校
「教科と日本語の統合学習」国語科

• 活動展開例１

• 単元「資料を見て文章を書こう」

• （東京書籍『新編現代の国語』）

• 資料を読み解く（どの言語でもよい）。

• →「型」による表現練習→日本語で作文

• 母語で作文→日本語で作文でもよい。

• 活動展開例２

• 単元「気になるニュースについて話そう」

• （『新編現代の国語』

• ニュースを選び、メモをとる（何語でも

• OK 。→発表メモを書き（日本語で）、伝わる

• ように話す



ガイドライン72頁
実践例１教科学習
支援日本語の統合
学習の実践
例東京都昼夜間定
時制高等学校
「教科と日本語の統
合学習」国語科

日本語表現練習のための
ワークシート例



ガイドライン74頁 実践例２教科学習支援教科の用語・表現の
補習の実践例 兵庫県立加古川南高等学校
語彙プリント等による日本語指導と教科学習支援

• 国語科の場合

• ①教科書を生徒の日本語の力に応じてリライト

• 語彙・表現をやさしい日本語に、文体を敬体に
書き替える。ただし、教科担当教員が学んでほ
しいと要望する語彙・表現はそのまま利用する。

• ②「語彙プリント」（語彙・表現のワークシー
ト）を作成（右上に例）

• 読み方と一部の意味を調べて記入（母語で）

• ③リライト教材を音声教材化

• 音声を聞きながら語彙プリントの文字と一致さ
せて語彙・表現を確認



N2 多義動詞やカタカナ語の確認

多義動詞

•商品が出る。

•影響が出る。

•記録が出る。

•試合に出る。

•指示を出す。

•水を出す。

•本を出す。

カタカナ語・外来語

•アレンジする。

•キャンセルする。

•フォローする。

•ダメージがある。

•ストレスがたまる。

•シンプルな答え。

•プライバシーがある。



実践例２
兵庫県立加古川南高等
学校 教科学習支援

語彙プリント等による
日本語指導と教科学習
支援



N2「読解」のキーワードと教科の学習語彙

環境
• 環境

• 二酸化炭素

• 紫外線

• 酸性雨

• 循環型社会

• エコロジー

• 環境ホルモン

• 循環型社会

• 砂漠化

• 省エネ

• 温室効果ガス

生命
• 生態系

• 外来種

• 食物連鎖

• 絶滅危惧種

• 孵化

• 遺伝する

• 捕食する

• 駆除する

• 危機に瀕する

• 微生物

• 細胞



『生物』教科書の語彙レベル

<遺伝的変異が生じる仕組み>
• 合成されるタンパク質の違いは、その個体の形質に影響を及ぼすことがあ
る。DNAの塩基配列が異なっても、合成されるタンパク質に変化が生じな
い場合を中立という。

• 突然変異のほとんどは、DNAが複製されるときに生じるいわば複製の誤り
である。紫外線や放射線、熱などの物理的な刺激や、人為的にもたらされ
た特定の化学物質などによっても生じる。

• 突然変異は体細胞にも生じるが、その影響は一世代限りで、変異は次世代
にはつたわらない。しかし、生殖細胞の染色体やDNAに突然変異が生じる
と、接合（受精）を通して遺伝的変異が次の世代に伝えられる。

• 遺伝的変異には、アサガオの花の色や形態のように種子を通して子に受け
つがれるものがある。

• 生物基礎：東京書籍『生物』より



日本語能力試験
（N2/N1）の聴解と高校生
のキャリア形成場面

イベントに関す
る内容

商品・サービス
に関する内容

経済・お金に関
する内容

手続きに関す
る内容

仕事や勉強に
関する内容

JLPT問題例



教科指導の中で行いたい取組１
足場架け（スキャフォールディングス Scaffoldings）

生徒A 生徒B

教科の力、日本語力が一定程度
あるが、学年相当とは言い難い。

教科の力、日本語力ともに遅滞
している。

☐キーワードに対訳語を与える。
☐複文を事前にチェックする。
☐音声を聞かせる。
☐漢字にルビを振る。
☐重要部分を拡大する。

☐リライトする。
☐短文に直す。
☐出現語彙に対訳語を与える。
☐重要部分を拡大する。
☐イラストを工夫する。
☐関連動画を探す。



教科指導の中で行いたい取組2 フォー
カス・オン・フォーム Focus on form

目標となる語彙・表現を口頭で繰り返す。

目標となる語彙・表現をカードで提示。

意識化する語彙・表現をアンダーライン

学んだ表現を使ったタスクを意図的に設定。

目標となる語彙・表現を意識化するように生徒に促す。

目標となる語彙・表現をマップ化する。



教科指導の
中で行いた
い取組③
リライト
（Rewrite）
の種類と方
法

口頭リライト

要約リライト

全文リライト

ポイントリライト

注釈リライト

光元・岡本（2006）



教科指導の中で行いたい取組4
母語の活用

母語通訳者の配置

教科内容、学習語彙の翻訳を与える。

日本語でやりとりし、日本語で表現する。

日本語と母語をつかってやりとりし、日本語で表現する。

日本語と母語を使ってやりとりし、日本語と母語で表現する。



キャリア形成事例 私立高校 普通科

• O.Y.さんは、中国で通っていた高校を途中で辞めて来日し、私立高校に入学。

• 日本語はあまり話せなかったが、学習意欲がとても高く、授業の予習・復習を欠かさなかったほか、
母国出身の先輩のアドバイスを受け、授業でわからなかった箇所を積極的に先生に質問することを
心掛けた。

• 定期テストでは、国語、歴史には苦労しましたが、数学、英語、化学、生物などでは、毎回良い成績を
収めることが出来た。学校以外でもいろいろな方法で学習を進めた。日本語夜間講座、サポーターと
教科の勉強をした。オープンスペースで自習中に知り合った日本人男性とも日本語の勉強をした。本
人曰く「日本語の勉強と教科の勉強が同時に始まったので大変だった」。

• 理科、特に生命科学の分野に関心が高く、顕微鏡や解剖用のキットを買い揃えて自分で釣った魚を
解剖して観察することにも熱中。

• 医科薬科大学の生命学科に推薦入試で進学を果たした。毎日、ほぼ12 時間以上研究室で実験。将
来研究者になることを目指して大学院に進学。



キャリア形成事例 公立高校 通信制

• 以下の事例は宮城県国際化協会編「外国籍児童生徒サポート事例集～多文化な子どもたちの
未来をひらくために～」改編

• S.S.さんは中学校卒業後に来日し、国際協会の日本語講座で日本語を学んだあと、通信制の高
校に進学。

• 通信制の高校は、普段は学校へのレポート提出を中心にして学習を進め、スクーリング、試験
を受けて単位を取得する必要がある。学校に提出するレポートの作成を、支援者のサポーター
の協力を得ながら進めた。

• わからない箇所は、スクーリングの時に高校の先生が丁寧に指導してくれた。

• 母国の地元に日本の自動車会社の自動車製造工場があった。高校卒業後の進路は、自動車
整備の専門学校で技術を身につけてT 社の車を整備したいという希望を持っていた。

• 父親が専門学校の入試手続きを進め、、高校卒業後は、自動車整備を学ぶ専門学校に進んだ。
現在は自動車メーカー系列の整備工場で働いている。



言語能力の向上

日本語教室

特別の教育課程

JLPT対策

TOEIC(英語)

日本人生徒との協働の場の設定

教科学習

部活動

修学旅行

特別活動

総合学習・探究学習の活用

（課題研究）

地域コミュニティによる包摂

地元職場体験

企業インターン

地域課題とのマッチング

プロジェクトへの参加

地域団体・NPO団体との協
働

中学校

教科学習

中卒資格

高校進学

高等学校

教科学習

上級学校進学
専門資格取得

新学習指導要領；

特色ある教育課程、社会に開かれ
た教育課程、資質・能力の形成に
ポイント



学校内で担当
者が異なること
もあって、相互
に関連づけられ
ていないことが
現状の課題：
指導の関連性を
つけること

日本語能
力試験
（JLPT）

教科指導

キャリア
形成


